
 1 / 2 

 

 

 Economic Indicators ／ 定例経済指標レポート 

発表日：2022 年 6 月 15 日（水） 

訪日外客数(2022 年 5 月) 

～2 ヶ月連続で 10 万人を上回る。6 月以降は外国人観光客の受け入れ再開によって回復が見込まれる～ 
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(出所)日本政府観光局「訪日外客数」                 (出所)日本政府観光局「訪日外客数」 

(注)季節調整は第一生命経済研究所                         (注)季節調整は第一生命経済研究所 

 

○2 ヶ月連続で 10 万人を上回る。6月以降は外国人観光客の受け入れ再開によって回復が見込まれる 

6月15日に日本政府観光局 (JNTO)から発表された22年5月の訪日外客数は147,000人、新型コロナウ

イルスの影響前の2019年比で▲94.7％（22年4月：同▲95.2％）、季節調整値では前月比＋8.2％（22

年4月：同＋92.8％）となった。4月8日から106ヶ国に対する入国拒否措置が解除され、4月10日からは

1日当たりの入国者数が1万人に引き上げられたことなどから、訪日外客数は2ヶ月連続で10万人を超え

る水準となっている。出国日本人数についても、134,000人と2ヶ月連続で10万人を超える水準となっ

ており、新型コロナウイルスの影響前の2019年比で▲90.7％（22年4月：▲92.2％）と、減少幅が縮小

している。 

 

○外国人観光客の受け入れ再開により、訪日外客数は徐々に回復していくことが見込まれる 

今後の訪日外客数の動向について、水際対策の緩和により、徐々に回復していくことが見込まれる。

6月10日から外国人観光客の受け入れが再開されたことにより、日本への往来は増加するだろう。入国

者の上限についても、現在の2万人から3万人に引き上げる案も検討されるなど、今後も緩和が進展す

ることが見込まれ、訪日外客数は徐々に回復に向かうだろう。円安もインバウンドの追い風になるこ
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とが期待される。円の実力を示す実質実効為替レートでは50年ぶりの円安水準となっており、海外か

ら見た日本の財・サービス価格はかなり割安になっているため、渡航先としての日本が選択されやす

く、渡航後についても日本での消費額が増加しやすくなるだろう。 

リスク要因としては、感染状況の悪化が挙げられる。足もとで感染状況は改善しているものの、国

境を跨いだ往来や人流が増加することで、再び感染状況が悪化する可能性は否めない。また、外国人

観光客がマスク着用など、罰則の無いお願いベースでの感染対策が遵守されるのかについては不透明

であり、感染拡大の防止と観光客誘致がどこまで実現できるのかが注視される。外国人観光客の受け

入れは段階的に進展することが予想されるが、感染状況の悪化によって再び水際対策が再び厳格化す

る可能性は引き続き意識しておく必要があるだろう。 

 


